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NEA放射性廃棄物管理委員会のメンバーは、下記における公正さおよ

 び公平さの考慮に対する関心に重点を置いている。すなわち、

•

 
潜在的なリスクと負担を次世代に残す恐れのある現世代の責任に関して、

 世代間（世代間の公平さ）における、および

•

 
資源割当ての均衡、および実施さるべき廃棄物管理の解決案に関する

 公正かつ公開の意志決定プロセスへの現代社会の種々の部門の参加

 に関連して、現世代内（世代内の公平さ）での環境上および倫理的な問

 題



NEA放射性廃棄物管理委員会のメンバーは、

•

 
放射性廃棄物の長期管理戦略の受容性を評価するためには、世代間お

 よび世代内平等の倫理的原理を考慮しなければならないと考える。

•

 
長期にわたる安全の考慮を含めて倫理的な立場から、将来世代に対す

 る現世代の責任は、監視を必要とし、長期間の管理責任を残して、やが

 て構造的安定性の予測ができない未来社会で無視され兼ねない貯蔵の

 信頼性によるよりも、最終処分戦略による方がより軽減されると考える。

•

 
こうした廃棄物を生物圏から必要な程度に隔離するための選択肢を検討

 した上で、地層処分が現在、最も好ましい戦略であることを指摘する。
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長寿命放射性廃棄物の地層処分戦略が下記のようなものであると信じる。

 すなわち、

–

 
特に、現世代に対するのと同様なリスク基準を遠い将来にも適用す

 ることによって、また、将来世代に残す信頼性を制限することによっ

 て世代間平等の問題を斟酌する。また、

–

 
科学的進歩の成果を考えて、数十年にわたるプロセスを通じた実施

 を進めることにより、世代内における平等の問題を斟酌する。このプ

 ロセスはその全段階で公衆を含む関係団体との協議を可能とする。

•

 
地層処分の概念は処分された廃棄物の回収に関する意図的な条項は

 必要としないが、処分場閉鎖後でも、費用はかかるが、廃棄物の回収は

 不可能ではないことを指摘する。

•

 
放射性廃棄物地層処分戦略からのリスク低減の追求で、現世代は人類

 または環境に対するリスクをより大きく低減する可能性のある他の領域

 に資源を配分することを視野に入れておくべきであることを警告し、資源

 が他の領域でより効果的に使用されるよう配慮する。
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これらの考えを念頭に置いて、委員会のメンバーは、

•

 
地層処分という戦略は、倫理的および環境上の配慮に対して鋭敏かつ

 感受性の大きい方法で計画、実施可能であることを確認する。

•

 
生物圏から数百年間以上にわたり隔離さるべき長寿命放射性廃棄物

 のための地層処分場の開発を継続することは、環境および倫理の両側

 面において正当であると結論する。また、

•

 
地層処分計画の段階的実現は、科学的進歩と社会的受容性を考えて、

 数十年間、適用の可能性を未定のままとしておくことにより、後の段階

 で他の選択肢が考慮される可能性を排除しないと結論する。
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